
様　式　イ

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）
■市民との連携、市民参加
1000人ワークショップの結果を踏まえ、事業を推進している。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]　各種マスコミ取材などを通じて、事業の理解を深めるようにしている。
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
工事期間中において、工事の進捗状況や工事に関わる交通規制の変更などを周知するとともに、現場視察の受け入れ、広報さっぽ
ろでのPRなど、事業の理解を深めてもらうために可能な限り情報提供を行っている。
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
アンダーパス本体土木工事　3,858百万円
アンダーパス設備工事　229百万円
その他関連工事や用地補償費等　597百万円

アンダーパス本体土木工事　2,184百万円
アンダーパス設備工事　1,346百万円
その他関連工事や用地補償費等　1,214百万円

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
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担 当 建設局土木部創成･駅前整備担当課　小泉　℡211-2641
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都心南北交通の主軸である創成川通の北アンダーパス(北3条
通～大通)と南アンダーパス(南2条線～南5条線)の２つのアン
ダーパスを連続化するものである。
<事業年度>
 設計　14年度～17年度
 アンダーパス工事　16年度～20年度
 地上部道路工事　20年度～22年度
<整備延長>
 1,100m（北3条通～南5条線、うちトンネル部　約900m)
<道路幅員>
 56.82m(創成川を含む）

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
H19年度　地下躯体工、防災設備工
H20年度　地下躯体工、防災設備工
H21年度　地上部道路工
H22年度　地上部道路工

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 5-3-1 事業名 創成川通アンダーパス連続化事業
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《全体》 　　ほぼ、予定のとおり事業を進めている。

[19年度]

[20年度]

※予算の計には、翌年度への繰越分を含まない。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)
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関係機関と調整しながら計画的に事業を進め、ほぼ予定通りの工
程で進めることができた。

供用開始に向けての関係機関との調整
地上部道路の復旧工事と親水緑地空間整備との工程管理

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　都心南北交通の主軸である創成川通において、周辺道路の交通の円滑化や安全性の向上、都市環境の改善を目的として、南北
二つのアンダーパスを結び連続化する工事を平成17年度から進めているが、平成20年度末のトンネル部供用開始以降、予算規模は
縮小していくことになる。
　また、平成20年度からは、親水空間を有した新たな緑地空間の整備やアートワーク事業なども行われるが、これら関連事業と調整を
図りながら、平成22年度の全面完成に向けて、地上部道路の整備を進める。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ） （単位：千円）

事業名 創成川通アンダーパス連続化事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 5-3-1
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事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 90.5%
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